
道南支場特集

北海道立林業試験場道南支場(函館市桔梗町372の2番地)は昭和41年4月に道南試験地

として発足し,昭和44年4月に道南分場に昇格,さらに昭和50年8月道南安堵と改称し現在

に至っている｡この間,当支場ではスギ,ブナ,クリ,クルミなど,道南地方の課題に対応し

た試験研究を通じて,林業技術の開発と向上に努めてきた｡

道南支場の庁舎は昭和39年に建設された渡島支庁造林奨励苗畑の作業員休憩所を転用した

ものであり,試験研究機関の庁舎としては狭陰(66mz)であったが,このたび昭和57年度予算

により庁舎の改築が認められ,去る9月に着工,このほど完成した193rrf)｡新庁舎は需要が

低迷している道産材の普及PRの一貫として土台,構造材,内装材等には,スギを主体にして

ヒバ,ブナをど道南産材を用いて建てられているo

この庁舎改築を機会に, ｢光珠内季報｣54号にく道南支場特集)を組み,当支場の試験研究

の経過ならびに主な成果の概要を紹介するO

道南支場における試験研究の経過

Ⅰ　スギの育種

1.育種材料の収集

スギの育種は精英樹選抜による育種事業から着手しているo　この事業は,昭和31年から始ま

り,函館,松前林務署管内および渡島･桧山･留萌･日高･十勝支庁管内の民有林から83個体

の精英樹を選抜したO

スギは北海道に自生する樹種でなく,精英樹はすべて人工林から選抜されたがその種子産地

はほとんど不明である｡また,その人工林は渡島半島に片寄っているため精英樹の地域変異や

育種区分をせずに採種園を造成した｡

2.枚前スギ採種園の造成

選抜した83個体の精英樹を用いて,採種固造成とクローン保存のためのクローン養成を松前

林務署と光珠内林木育種事業所が行い, 63クローン2885本のつぎ木苗を用いて.松前株務署

大沢苗畑の一部に昭和37年Iha,昭和38年2ha,計3haの松前スギ採種園を造成したD　道

有林がその後の施薬管理を行って,現在,事業的に種子採取が行われるようになっている｡

3.耐寒性スギモデル採種園の造成

昭和30年代の拡大造林にともない造林地が奥地化したため,スギ造林地での寒風書や凍害

の被害が増大し,不成績造林地も多くをってきたC　このため寒害(寒風書,凍害)に強い系統

を選抜し,造林成績の向上をはかることが急務となってきた.このことは.全国的な問題でも



あって,東北林木育種場では東北産精英樹の中から比較的耐寒性の強いクローンを選抜してい

た｡それで,これらの糟英樹のつぎ穂を入手し,つぎ木クローンの養成を行って耐寒性スギモ

デル採種園を造成することになった｡すでに造成してある松前スギ採種園は多雪地帯向けの造

林用種苗を供給するのに対し,この採種園は寒風書の多発しやすい寡雪地帯への造林用種苗の

供給や,育種母材料としての耐寒性の高いクローンの保存,をちびに採種園施業技術体系化の

ための施薬試験を行うことが目的である｡

これらの方針のもとに昭和52年, 33クローン, 850本のつぎ木苗を用いて1.36haの耐寒性

スギモデル採種園を道南支場構内に造成したO

4.ジベレリン処理による結実促進

松前スギ採種園が造成され,はば10年が経過した頃からスギ種子の結実も少しずつ見られ

るようにをって来た｡しかし.クロ-ンにより結実量に差があり,また事業的に種子供給を行

うまでの結実量になっていをいので,ジベレリン処理による結実促進をはかる必要があった｡

ジベレリンによる結実促進は本州では願書を効果が認められ,すでに実用化されていたが,北

海道では使用実績もほとんどないため,ジベレリンの処理時期,施用量,施用方法など究明し

かすればならない点が多かった｡そのため昭和48年,松前スギ採種園でジベレリン処理による

結実促進試験を行った｡その結果,ジベレリン施用量5-40mgで処理木1本当り59-70gの種

子収量がみられたが,ジベレリン施用量と種子収量とは深い関係がをいこと,また,処理時期

は6月中旬-8月中旬であれば十分な効果があることを明らかにした｡

5.精美柵次代積定林の造成

精英樹は表現型で選抜されているが,すべてが遺伝的に佳良であるとはかざらない｡そのた

め各精英樹の子供苗を造林し,その生育成横から各精英樹の生長量,適応性,その他の形質に

ついて俸劣性を検討すること,すなわち.糟英樹の次代検定が必要である｡

スギの次代検定林は,昭和39年,松前株務署管内に1.12ha造成した｡　ここでは楕英樹の

自然交配種13家系を検定しているO林鈴15年までの調査結果は,楕英樹家系ごとの平均樹高

は4.2-2.8mであるのに対し,鯵ヶ沢産の事業用苗は2.9mであって,糟英樹1家系を除く

12家系が事業相より俸れているO　また,糟英樹家系には大きな変動があることは,採種園から

不良クローンを渦汰し採種園産育種種苗の優良性を高める必要性と可能性を示唆している｡

松前スギ採種園で昭和48年のジベレリン処理試験の結果をふまえて,昭和49年ジベレ1)ン処

理を行い,翌年55kgの種子を採取した｡これらのうちの36家系は昭和55年松前林務署管内

に次代検定株として1.44haの広さで植栽した｡

さらに,昭和58年には松前林務署管内および上磯町有林の2か所に,精英樹58家系の次代

検定株を計画しているO材料は道南安堵の苗畑で養成中であり,苗畑での特性検定を進めてい

るO　ジベレリン処理による採種園産種子は,無処理の一般事業用種子に比べて発芽率は低下し

ないが,種子は小さく, 1年生の苗高も低い｡しかし, 2年生苗にをると一般事業用の苗と同



程度の生長をしめすように在った｡

これら精英樹の次代検定林においては5年ごとの定期調査と被害発生時の臨時調査により,

生長や環境適応件を調査し, ⅠⅠ齢級以降は雪害抵抗性を重点に, III齢扱以降については採種陶

のクローンの間伐と関連させて,材色等の調査も実施する計画である｡

6.スギ採種園クローンの特性検定

〔採種園調査による特性検定〕　松前スギ採種園において,昭和46年に寒害の調査を行っ

た結果,精英樹クローン間に寒害抵抗性の大きな変異がみられたo　また昭和53年の調査では

スギタマバ工の感貿性クローンがみい出された｡一方,耐寒性スギ採種園では昭和55年,ス

ギノハダニの鞍書をうけ,その調査からクロ-ン間に5.2-100.8頭の変動があり,クローン

間に差のあることがわかった｡

〔実験的方法による特性検定〕　北海道におけるスギの寒さの害は寒風害が多いO寒風害は

土壌凍結や幹の一部の凍結により枝葉への水分供給が断たれ.枝葉が寒風にさらされて脱水し.

乾燥死する現象と考えられている｡そこで,脱水抵抗性を測定することによって,寒風害抵抗

性を間接的に推定することができる｡昭和54年から毎年,精英樹クローンについて検定を行

っている｡現在,道内で選抜した精英樹クローンの中に,寒風害に強いと思われる岩手県産の

上閉伊14号や富山県の在来品種であるリョウワスギと同程度以上のものが10教グロ-ンみい

出されたo今後はさらに暮雪地帯での次代検定によって,明確な結果がえられると思われる｡

7.スギ産地試験

北海道ではスギが藩政時代から植栽されていたが,北海道の郷土樹種ではなく,道内の高齢

人工林は東北地方以南のいずれかの産地の種苗が導入されたものであるo Lかし,この種子産

地は,ほとんど不明であった｡それで昭和43年,函館林務署管内にオモテスギ5産地,ウラ

スギ3産地の産地試験棟1.2　haを造放した｡この産地試験棟も精英樹の次代検定株と同様に

定期調査と臨時調査を行っている｡林齢10年における生育調査の結果をみると,樹高生長で

はオモテスギ･ウラスギ間に有意を差はみられない｡しかし,黒粗菓枯病や雪圧による根元曲

りについては一般にウラスギがオモテスギに比べて高い抵抗性をしめすことがわかった｡しか

し,ウラスギの中でも産地によってオモテスギと同程度の被害をうけるものがあり,造林用種

苗の種子源および育種材料選択においては産地選択の効果が大きいことが明らかである｡

8.耐寒性スギさし木クローン候補木の収集

昭和45年から48年までの間に渡島,桧山支庁管内で激しい寒害をうけた若齢林分から寒害

にかかっていない個体を選抜し,耐寒性候補木として110クローンをさし木増殖した｡このう

ち増殖に成功した102クローンを試験閉採穂台木として道南支場の構内に定植し,試験用採穂

園として保存管理を行っている｡

これらの材料を用いて,ミスト潅水装置のある7アイロンハウス内でさし木苗を善成し,発

根率の検定や3年生のさし木苗を使用して野外における寒風害抵抗惟検定を行っているo Lか



し,野外での試験のため,その年々の気象条件で結果がか在りばらつくこと, 1回の検定では

各クローン相互の寒風害抵抗性を同一基準で比較できをいことをどから数年間にわたって検定

をくり返さかすれば十分に信頼できる結果は得られない｡今後,さらにデータを蓄積し,寒風

害抵抗性クローンを決定する計画であるO

Ⅱ　スギの保育技術

i. ffi jttim

北海道ではスギの枝打ち保育の慣行技術は定着していか､ので,無節の優良材の出材はほとん

どない状態である｡そのため,枝打ち技術を確立する目的で,昭和51年,木古内町有林に枝打

ち試験林を設定し, 56年まで調査を続けた｡その結果,枝打ち時の林齢が12年生の林分にお

ける2年後の幹材積の生長減少率は,樹高の1/2までの枝打ちで43%, 3/5までの枝打ちで51

%程度であることがわかったO　また,ナタやノコギ1)などの器具による枝打ち跡の巻き込みの

はやさには問題に在るほどの差がをかったo Lかし,ナタによる枝打ちは全枝打ち数の12-

21%も幹表面に傷をつけるのに対し,ノコギリによる場合は0.5-2%ではるかに少｣い｡さ

らに,幹表面に傷をつけた場合,ほとんどの枝打ち跡から材に黒褐色の変色が進行し,いわゆ

るボタン材になっていることがわかった｡

2.雪による根元曲り林分の実態調査

道内におけるスギ造林地帯の大部分は構雪深による区分では250cm以下の多雪地帯に分類さ

れるが, ｢しまりゆき｣になるため雪圧による根元曲りが問題であるo　これは棟木が冬期間に

埋雪倒伏し,融雪とともに起き上がることを毎年くり返しながら生長するので,その結果とし

て根元がわん曲するのであるo Lかし,道内での被害実態はあまり明らかになっていなかった

ので,昭和53年から3年間その実態調査を行ったO調査林分は今金,北桧山,厚沢部,福島,

r･.磯.森の民有林であるo　その結果,根元曲りの原因は複雑な因子に影響されていて,をかで

も積雪深と斜面の傾斜度との関係が深いことがわかったD　また.無間伐の24-26年生株分で

の根元曲り部分の材積は林分材積の12-31%にも達していることがわかったO

Ⅲ　虫害防除技術の解明

スギ穿孔性害虫の被害防除

昭和55年度以降道内で発生が確認され問題化したスギノアカネトラカミキリを主体とする穿

孔性害虫の被害実態と防除対策について調査研究をすすめているO　昭和56年度に行った被害

分布域の調査結果では,被害は津軽海峡に面した函館,七飯,松前など函館湾沿岸周辺に発生

しており,比較的樹齢の高い老･壮齢木に多発している傾向がある｡今後この虫の生活史の調

査や割伐調査などによって発生環境要因や加害特性などを分析し,有効な被害防除対策の確立

去一㌦1ぎ一計〈



Ⅳ　クリの育種

温帯北部のブナ帯に属する道南地方は,また,クリの自生北限地帯にも当っており,適応品

種を用いて,適切を栽培管理を行えばクリ栽培の振興が可能な地域と考えられるo道南支場は

開設以来,環境適応性にとむ耐虫･耐寒性品種を選抜･育成するため,各種の調査研究を行っ
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1.二ホンクリの栽培成績

昭和45年以来,場内に主として本州府県で開発された新旧の二ホングリ品種(38品種94本)

を導入･栽培し,品種特性や適応性,初期の結実成績｣どについて調査したO　その結果,早生

系の品種(森早生,福来,大国早生,出雲をど)苗木の残存率や初期の生長は比較的すぐれて

いるものが多いが,果実の貯蔵性にとぼしく,晩生系の品種(今北,赤中,銀鈴,鹿ノ爪をど)

は,その逆の傾向を示す場合が多いことが判明した｡なお,結実初期の品種別の総合成績がす

ぐれているものは,岩手3号,岩手1号,大和,丹沢,由利,有磨,小布施2号などの,関東

地方以北で開発･育成された中･晩生系の品種に多かった｡

2.中国クリの栽培成績

華北地方産の中国ダリは甘味がつよく,渋皮の剥離が容易であることなど,多くのすぐれた

特質をもっているo　そのため焼きダリとして毎年大量に消費され,需要がのぴているところか

ら寒地向きの省力果樹として,とくに道内での栽培促進が期待されている｡

道内で栽培を推進するためには,中国ブリの栽培特性と道南地方における成績を明らかにす

ると共に,優良系統の選抜育成をすすめる必要がある｡

昭和43年5月,場内の圃場lhaに,河北省唐山地方産種子による実生苗360本を植栽し,

その後不良木,支障木等を淘汰しながら調査観察を続けてきた｡昭和56年末現在,残存する

0.23ha, 40本の試験木の成鰍ま,結実木1本当り累年収量が約16kg (1個当り平均果垂8.4

9)で,本格的結実開始年齢が10年前後とかなりおそいため,収量水準は必ずしも高くか､

が,若齢期の生長や環境抵抗性はニホングリをはるかにしのぎ,また,少数ながらクリタマバ

チ抵抗性候補木や嬢性台木候補木とみなされる個体も見出されている0

場内の中国ダリ検定株360本のうち,設定後8年間に14本の予備選抜個体が得られたので,

昭和50年5月高接により中国ブリの二次検定株(0.22ha, 80本)を設定した｡　現在,生立

する13系統40本の試験木についてさらに特性の検定を進めると共に,一部の倭良系統につい

て交配試験を行って果実の品質向上(果形,粒ぞろい等の改善)につとめている0

3.クリ苗木の耐寒性

道内におけるクリ栽培の陸路のひとつは,凍霜害,寒風書等の寒害によって植栽木の残存率

がひくく.クリ園として成株しない場合が多いことであるO品種別の耐寒性の程度を知るため

昭和48年から昭和52年までの冬期間,検定林および圃場周辺に配植した30品種系統の接木

育(昭和48年春場内養成3年生苗)を対象に,春期に被害調査を行った.その結果,北華,



北冠,日華,重鎮,利平などの中EElグリ各品種系統の耐寒性がつよく,二ホンダリの中では,

岩手3号,乙宗,丹沢の耐寒性が比較的つよい傾向がみとめられた0

4.中国クリの志操

中国ダリの実生木は,一般に結実年齢がおそく,収量や品質の劣る木も多く含まれているこ

とから,実生苗をそのまま無選択に栽培しても好成績を上げることはむずかしい｡しかし一方,

中国ダリは幼齢木の生長が盛んで比較的寒害につよいなど,接木台木として好ましい特質を持

っており,原産地などで行われている高接の手法を活用することが有利である｡当場では,昭

和50年5月,中国ダリ二次検定林(14系統80本)の設定にあたり,主として切接法によっ

て高接を行い,設定を完了したOすをわち,樹高が　3mに通した台木の,太さ13-19mmの

枝に選抜木から採取した穂木を用いて,地上1-2.5mの部位に1本当り4-5箇所の高接を行

い,校数比で76%の活着を得た｡その際,年内に完全に癒合できた枝の太さは15m程度まで
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5.クリタマバチの被害

昭和39年に森地区で被害が確認された道内のクリクマバチは,その後,日高を除く道南地

方の全域と南空知の一部にひろがり,軽微ながら継続的な被害を与えている,これまで本場の

昆虫野兎鼠科と共に道内におけるこの虫の被害内容を分析した結果では,越冬幼虫および虫え

い内の成虫の死ごもり率が高く,本州府県にくらべて実害の少か､,葉脈上に寄生するタイプ

の虫えいが多い傾向があり,被害水準が急激に高まるようを要因はいまのところ見当らない｡

Ⅴ　クルミの育種

クリと共に寒地向きの省力果樹として期待されているカシクルミの地域適応品種と栽培増殖

技術の確立をはかる目的で,昭和42年5月,場内に造成したシナノクルミ系,欧米系の実生

木によるカシクルミ実生検定林(28系統290本　0.75ha)の栽漕管理を行ってきたO　間伐実

行前の昭和54年11月に行った全体調査の結果,試験木272本のうち132本が結実し,総収量

は105kg (結実木1本当り収量的　[, 1粒当り平均果重10.1g,平均果仁率44.6%)で,

実生木のため結実抑期の収量水準はひくいが,果実の品質はおおむね良好で,生産先進地の長

野県の品質規格によると約3分の1は殻付として,残りは刺身としての利用に適するものと判

定されたO

以上の栽培過程で,一般栽培家所有の優良系統を含め選抜した14本の個体によって,昭和

50年5月にカシクルミ接木検定林(53本, 0.25ha,冬期間の温室内接木法による養成苗を使

用)を設定した｡現在,予備選抜木のうち4個体についてさらにくわしい特性の検定を進めて

いるO　その他,地元の先進的なクルミ栽培の事例について調査,紹介した｡



Ⅵ　ブナの保育技術

道南地方に広く分布するブナを主とする広葉樹二次株の保育指針を確立するため.函館林務

署管内の椴法華村(函館経営区48林珪1小姓)に保育試験地を言受志した｡ 0.90ha　の試験地

(40　×25mの9プロット)は各3プロット宛の強度保育伐区,弱度保育伐区,無施薬区に区

分した｡伐採前の株況調査の結果,本数比で50%を占めるブナのほかイタヤカエデ,ミズナラ,

アオダモなどが生育し, ha当り本数1,281本,同音横258m3を占める典型的をブナを主と　す

る二次株で,林床型はハイイヌガヤ型に属する｡今後椎樹の更新状況,残存木の生長などにつ

いて定期的に調査する予定である｡

Ⅶ　ヒノキアスナロの造林適性

ヒノキアスナロは,道南でも地域的に自生しており,造林樹種としての適性,評価を行って

き>-

ヒノキアスナロは,本道においては,福島町をはじめとして,渡島南部の各地に小規模な造

林が行われてきており,現存している主をものについて,その経過･現況をとりまとめた｡ま

た,古くからヒノキアスナロの造林の盛んな石川県の造林現況などを検討し,道南地域におけ

る既往人工林の生育がその地方に比べて劣るものでをいことを認めたo Lかし,道南地域でも,

ヒノキアスナロの天然分布のをい渡島東部(上磯町以東)は,本州の自生地帯に比べて,積雪

量が少ないO　日照時間が長い,平均最低気温が低い,気温差が大きい等,冬季に寒さの害をう

ける危険性が高いので,これらを緩和する条件のもとで育てる必要性が認められる｡

以上のことから自生地帯の気象資料を検討し,天然分布に関連の深い季節別の平均気温と,

季節別の降水量の等分布線によって,津島半島での造林可能地の地帯区分を行った｡

また,山引き苗の養成試験では　20.以下の小苗で好成績が得られた｡また優良なさし木

系統を育成する目的のさし木試験において,発根剤処理効果は,しょ糖液,ルートン粉剤,ブ

ドウ糖液,過マンガン酸液,トランスプラントン液の順であり,土壌マルチ効果は,エンキャ

ップPの散布が, 15cmの深ぎLで好成績であった｡時期別では, 5月ぎLが最もよく, 7月,

8札10月の順に低下し, 7月以降の発根は僅少であった｡　また導入試験として,古くより

さし木がくり返された発根のすぐれた輪島マアテについて,移植試験および山地植栽試験を行

EM

Ⅷ　環境緑化技術の開発

地域に適応する自生樹種による緑化樹の播種養成および移入樹種の移植,さし木.取り木法

による苗木増殖法などの試験を行ったo

さらに,これらの生育季節調査,病虫害発生の観察を行い,また花木･樹木園を造成した｡

また,地域における生垣樹･街路樹･緑化樹等の林業相談,生育診断および現地指導のほか,

花木類の生育実態調査等を行った｡


